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□ごあいさつ

　環境保全への行動指針

１ ．事業に関連する法規制その他要求事項による順守義務の徹底を
図ります。

２ ．お客様・地域社会・グループ会社・従業員等のステークホルダーとの

コミュニケーションの充実に努め、企業価値の向上を目指します。

３ ．気候変動の緩和と生物多様性維持のために省エネルギー・省資源・

資源リサイクルに積極的に取り組みます。

４ ．事業活動による環境汚染の予防に努めます。

５ ．省エネ・リサイクルを目的とした商品・サービスの拡充に努めます。

６ ．環境目標を設定し、定期的または必要に応じ見直しを行い、

ＰＤＣＡを実行いたします。

７ ．多種多様なお客様のニーズにお応えできるよう品質の向上を

目指します。

８ ．環境・品質マネジメントシステムを継続的に改善し、有効性を高めて

参ります。

代表取締役社長

　わが社は「安全と安心・快適空間の提供をとおして、地域と共に発展します」を
経営理念としております。
地域社会にとって大切な建物維持管理に貢献することで、その地域に生活する人々に
安全・安心でより良い環境を継続的に提供し続けようと考えています。

清水　雅也

制定日： 2022年4月1日

環 境 経 営 方 針

私たちは総合ビルメンテナンス会社として安全・安心・快適な空間の提供を行います。
また、お客様ならびに地域社会の信頼に応えるためサービス品質の向上と環境問題の
解決に取り組み、SDGs達成に貢献して参ります。

2



（１） 名称及び代表者名
株式会社カンソー
代表取締役社長　清水　雅也

（２） 会社設立

（３） 資本金 1億円

（４） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市西成区花園南１丁目４番４号
津守ｴｺｾﾝﾀｰ 大阪府大阪市西成区南津守５丁目６番１７号

（５） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 人事総務統括部長　 立野　義則 TEL：06-6658-1555
担当者 総務部 武　年彦、坂原　彰一 TEL：06-6658-1555

（６） 事業内容

総合ビルメンテナンス（警備・駐車場管理・設備管理・営繕工事・清掃）、産業廃棄物処理

（７） 事業の規模
売上高 万円 (2021年度）

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

小型貨物・小型乗用 台

軽貨物 台

普通貨物・普通乗用 台

普通特殊 台

合計 台

主要設備

台数 備考

発泡スチロール減容機 基

3軸破砕機 基

破砕機 基

缶プレス機 基

積み替え保管施設

㎡ ㎥

㎡ ｍ

㎡ ｍ

（８） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社カンソー

対象事業所： 本　　　社

津守ｴｺｾﾝﾀｰ

対象外： 上記以外の4営業所・76事業所　（2027年に拡大予定）

活動： 総合ビルメンテナンス（警備・駐車場管理・設備管理・営繕工事・清掃）、産業廃棄物処理

　3.9㎥/日

216

備考

4,541

うち津守5台

ハイブリッド3台

744

1

台数

名称

1

1

保管面積 保管上限

9

66

70

32

20

1,105

　1.6t/日1

津守エコセンター 8

中間処理後の産廃の処分量 526 323

2,810 1,731

収集運搬量

最終処分量 0

電気自動車1台

-

名称

810,000

備　　考

593

合計
177 39

組 織 の 概 要

本社

中間処理量

車種

5

　1.9t/日

うち津守5台（4t塵芥車）

津守エコセンター

1974年4月20日
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□事業の紹介

常駐警備、店舗保安業務 設備保守、点検整備業務

コインパーキング・駐車場管理業務 建築・土木・電気・空調・給排水

リフォーム業務

日常・定期清掃、植栽業務

中央監視・セキュリテイ・

駐車場管理システム等

廃棄物、リサイクル業務

害虫駆除

デベロッパー業務

更新日：

設備管理事業

人事総務統括部長

内部監査員

総務部

執行役員会

警備・私服保安事業

ビル監視制御システム事業

不動産事業

駐車場管理事業

環境経営組織及び役割・責任・権限

環境委員会

社長

代表者

EA推進事務局

工事事業

環境衛生事業

環境管理 責任者

清掃事業

2022年4月1日

人事総務

統括部

営業本部

津守

ｴｺｾﾝﾀｰ

統括責任

必要な経営資源を準備

経営における課題とチャンスの明確化

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し・指示

環境経営レポートの承認

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境活動実績の確認・評価

環境に関する内部監査の実施

代表者への報告

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

総合

開発部
警備

統括部

設備工事

統括部

環境

統括部

その他

各営業所・事業所 （登録対象外）
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

金
属
く
ず

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

汚
泥

動
植
物
性
残
さ

有 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　建設業の許可

許可有効年月日

令和9年3月8日

破砕

減容固化

令和3年6月21日 令和8年6月20日一般 電気通信工事、消防施設工事

許可年月日

事業の範囲

令和9年2月28日

兵庫県

02700133031 令和4年2月15日

中間処理

大阪市

許可番号

大阪府知事許可
(特-3)

第83497号

有効年月日

令和3年6月21日 令和8年6月20日特定

許可を受けた建設業

大阪府知事許可
(般-3)

第83497号

破砕・切断令和9年2月28日

京都府 02600133031 令和4年7月5日 令和9年2月25日

奈良県

令和9年2月14日

廃棄物の種類

令和4年3月9日

令和9年2月28日

許可区域

6620133031

令和4年4月26日

許可番号

大阪府

令和4年4月26日 令和9年2月28日

令和4年2月26日

積
替
保
管

廃棄物の種類

02803133031

許可年月日 許可有効年月日

大阪市

02600133034 令和4年4月26日 令和9年3月22日

02900133031

滋賀県 02501133031 平成30年11月9日

令和9年2月25日

令和5年10月21日

和歌山県

6610133031

令和4年4月26日

令和4年4月26日

許可年月日

建築工事、電気工事、塗装工事、とび・土工工事、管工事、
鉄筋工事、防水工事、建具工事、タイル・れんが・ブロック工
事、内装仕上工事、鋼構造物工事、土木工事、舗装工事

許可番号
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□廃棄物・リサイクル品フロー
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単位
kg-CO2

受託収集運搬量 トン
受託中間処理量 トン
受託最終処分量 トン

トン

トン

㎥

※二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

※負荷の実績は工事現場を含む

単位：t-CO2

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇
✕
✕
✕

〇
〇
✕
✕
✕

✕

〇
✕
✕
〇
〇

114,080
kg-CO2

69%

活動期間kg

%

活動期間㎥

96%

95%
461,368

63%

95%

3,396

7,996

97%
53,352 58,784

主な環境負荷の実績

100%

2024年

（目標）

79,039

82%

5,192

5,192

廃棄物排出量

110,850 105,411活動期間(1月～3月)
466,216

38,663

基準年度比

受託廃棄物のリサイクル
率の向上

95%

基準年度比

55,002

16,211

13,622

441,574

基準年度比

471,065

13,344

%

原単位 0.0190.019

98%
60%

76%

2021年

156,816

130

96%

3,465

121,581

kWh

30,416

508,382

0.020

kg-CO2

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み

電力

（基準値)

244,115

13,483

活動期間kg-CO2 19,220

関電・ﾐﾂｳﾛｺG

62%

7,831

現在

環境経営目標及びその実績

95%

2022年

732

64,562

13,195

234,350

一般廃棄物の削減

484,819

kg 13,900

98% 84%
236,791

18,835

設備工事副産物の再資源
化率の向上

484,819 441,574

0

744

744

97%

97%

7,913

60%

1,692 1,210

行動目標（次項による）

3,449

125,293

項　目

基準年度比

61%

水道水の削減 ㎥

96%

2021年2020年

0

0

1,165

2030年

97%

125

95,648

95%
活動期間kg-CO2

活動期間kWh

155,199

二酸化炭素総排出量

水使用量

　一般廃棄物排出量

316
161

493,131

　産業廃棄物排出量

1,105

161,665

省エネ+電気自動車+再資源化アップ

0

0

省エネ+車両台数削減+再資源化アップ

中段：活動期間集計値

2022年

（目標）

0

評
価

686

2021年

※2022年度活動期間2023.1.1～2023.3.31 関電・ﾐﾂｳﾛｺG

0

8,243

kg-CO2/千円

251,718
活動期間kg-CO2

上記二酸化炭素排出量合計

環境コミュニケーション
と社会貢献

76,668都市ガスによる二酸化炭
素削減

8,243

0.019

kg-CO2

96%

97%

95%

1,744

77,458

基準年度比

39,858

75,877

220

96%

0.3180.318

自動車燃料による二酸化
炭素削減

107%

96%

97%

125,341

基準年度比

化石燃料

0

96%
0.018

kg-CO2

231,909

394,004

153,582
95%

488,047

上段：通期

323

76%

電力による二酸化炭素削
減

対　策

2023年

（目標） （実績）

2050年

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

14 13

省エネ+電動車拡大+再資源化アップ

482,963

0

500

2021年 現在 2030年 2050年

CO2排出量(t-CO2)
化石燃料 電力
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった ＊カラー部分は活動期間

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年 2,656

○

7月
47,434

電気料金単価高騰への対策もあり全社で節電に取り組んだ。
本年は本社移転による事務所面積の減少影響もあり次年度の取り
組みが重要。
本社の就業時間変更(社屋で統一)や事務所内での通年ノーネクタ
イ、
コロナ渦で取組んできたテレワーク業務推奨を更に進めるなど
電力使用量の削減に取り組む。

2,711

23,538
38,583

○

○

27,417

2月
3,2093,028 2,720

12月

2,783

33,541

7月
3,1683,187

31,511

2,394

3月

61,173 44,666
47,956 44,927

2,244

○

4月

2,561 2,646
3,0073,686

8月

11月

11月

達成状況

1月

33,075
33,910 41,460

2,299

34,336

10月
3,001

・使用量の測定、運転記録の分析

26,591

○

8月

2,389

・設備の定期点検と予防保全の実施

○

6月

・エアコンフィルターの定期清掃実施

数値目標

・空調温度の適正化（冷房28℃　暖房20℃）

・LED照明を採用
○

2,428 2,533 2,783

30,126 23,185

2,9693,028

12月

1月

34,604

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3,143

○

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

原単位目標

3月

2,465

数値目標

・不要照明の消灯

・間引照明、使用していない場所の空調停止

5月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
ガス料金単価高騰への対策もあり節ガスに取り組んだ。
来季も継続して取り組む。

9月

〇

43,105
36,447
27,969

10月
47,434

〇

5月 6月4月

40,967 54,880
9月 2月

0

20,000

40,000

60,000

80,000

4月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

2,000

4,000
都市ガス（㎥） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄
　

業務車両登録台数
2022年4月時点　　70台

↓
2023年3月時点　　63台

8台リース返却、1台新規入替

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

本社事務所の分別回収

2021年

2022年

・効率的な車両運用

5,644
5,532

6月 8月

7,545 5,7007,239 7,218

6月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

・登録車両台数の削減

5月 12月

数値目標

8月

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5月

6,7287,693
6,588

5,635

1,611 1,940

6,851
6,019

12月

7月

△

9月4月

・適正な車両整備の実施

・エコドライブの徹底

1,204
1,155

1,083

2月
1,155

1,873
1,785

昨年より削減するも、本年は本社移転で昨年との比較が難しく目標
設定が高すぎたこともあり次年度の取組が重要。紙の使用量削減、
ﾏｲﾊﾞｯｸの取組をすすめ、排出量の進捗報告など社内開示をし削減
意識向上に務める。

2,161

6,133

1月

2,742
2,1542,271

○

3月

3月2月

1,711

○
・帳票、資料、手続書類見直しによる印刷物の削減

9月 10月 11月

6,500

7月 8月

1,077

2,028

7,0816,898

10月

7,641

7月

7,596

2,1871,880 2,417

達成状況

7,114

・廃棄物分別の徹底、分別回収ボックスの適正配置

2月

数値目標 ×
・プロジェクターの利用で会議資料ペーパーレス化 ○

1,155

1,9891,820

5月

5,446

1,911

1,195
12月4月

1月

11月
1,953

1,1651,074
1,155

9月 10月

×

4月

2,2632,484

6,634 6,229
6,476

2,2232,009

1,0821,094 1,074
1,155 1,155 1,1551,155

6月

1,108

達成状況
コロナで取引先への来訪数が減っていた昨年度に比較して、今期は増
傾。
業務車両の効率的な使用に向けた運転計画を立案し、2022年4月時点の
登録台数70台を63台へ削減させた。次年度は60台まで削減と年式の古い
車両や使い勝手の良いハイト軽ワゴンへの入替を検討する。

5,902

○

11月 3月

✕

2,174

・３S（整理・整頓・清掃）活動

1,080 1,074 1,080
1,155 1,155

2,466

1月
1,155

2,016

0

5,000

10,000
ガソリン（L) 2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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設備工事副産物の再資源化率の向上

受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境コミュニケーションと社会貢献

・受託業務から排出物の適切な処理
○
○

472

〇 来季は大口であるグループ会社の回収運用変更等の与件がある
が、
グループ外での運用ノウハウを生かしリサイクル率の維持向上に繋
げる。

・事業場周辺の環境監視、環境計測モニタリング

4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

453

ISO14001認証取得時より社内の環境取り組みについては会社案内
等に記載してきた。認証取得しだい会社案アイ・HPで環境取組周知
と社外へ環境経営レポート公開に取組む。10年前より月2回の地域
美化運動にも取り組み、西成区より表彰を受けている。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○
○

476

達成状況

数値目標 ✕

・社内への取組周知

425 435 433

3月

店舗の改装工事減で総量は減る。
マニフェスト運用など遵守事項の取り組みはできたが、リサイクル率
も維持にとどまる
分別解体など混合廃棄物対策取り組みの意識をあげて受託業務に
あたる事が必要。

773638
453

758 633
5月

416 436

1月11月

・経営層への取組報告 ○
○

386436
714

371

○

・自動水栓取り付け

・発泡スチロール減容システムによる原料の生産

555825 722
10月

○
・プラスチック破砕機による原料の生産

○

2月

移転時に全トイレのシンクに自動水栓を取り付け、節水に取り組
む。

数値目標
・取扱い産廃の回収量記録、マニフェスト管理

6月 7月 8月

達成状況

○

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

○
・缶圧縮機による圧縮缶の生産

○

・排出量の記録、マニフェスト管理

9月
624

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

726 565

○

数値目標 〇

710

・地域美化運動実施(毎月2回)

　

0

500

1,000 水道水（㎥） 2021年 2022年

発泡スチロール 空缶圧縮機 プラスチック破砕
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取組紹介欄

津守エコセンターの取組紹介
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

取組紹介欄
マニュフェスト管理 産業廃棄物収集運業表示

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： PH中和機発報と希硫酸酸漏洩、火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：通報訓練、消火訓練、避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：通報訓練、消火訓練、避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子（本社）

道路交通法施行規制 業務車両運転者アルコールチェック義務化、点呼実施記録簿

フロン排出抑制法

労働安全衛生法

11月5日に希硫酸対応、
11月6日に火災対応訓練を実施。

建設リサイクル法

津守エコセンター従業員

2022年11月5日 11月6日 津守エコセンター

　　　　　　PH中和機発報、希硫酸酸漏洩時対応

環境問題に関連する外部からの苦情、要請等はなし。

緊急事態対応の試行・訓練

発泡ｽﾁﾛｰﾙ減容機からの悪臭調査

業務車両、車両排気ガスによる又ディーゼル車から排出されるＮＯｘ/ＰＭの抑制、二酸化炭素の削減

マニフェスト交付、産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

特定施設設置届、クリーニング棟ＰＨ数値記録表

毒物及び劇物取締法 津守ｴｺｾﾝﾀｰｸﾘｰﾆﾝｸﾞ棟、希硫酸管理指示書、希硫酸在庫管理表

業務用空調機/冷水機(修理・廃棄)、マニュエスト管理、点検方向所、作業報告書

特定施設の届出、発泡ｽﾁﾛｰﾙ減容機からの騒音調査

業務車両、車両排気ガス許容限度の確保

騒音規制法、振動規制法

自動車Nox・PM法

希硫酸管理

下水道法

温室効果ガスの排出量の削減を促進する措置

適用される法規制

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

H2O商業開発本社屋（カンソー本社）

カンソー本社全従業員

移転後初めての訓練であったが、大きな混
乱や問題もなく完了した。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

地球温暖化対策の推進に関する法律

津守ｴｺｾﾝﾀｰ回収廃棄物、廃棄時リサイクル券控え受取り管理

消防法 指定可燃物（発泡ｽﾁﾛｰﾙ）の貯蔵・取扱いの届

悪臭防止法

大気汚染防止法

家電リサイクル法

廃棄物処理法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

2022年11月21日

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

再資源化等完了報告、廃棄物の減量推進及び適正処理に関する計画書
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 実績を踏まえて見直す
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

　エコアクション21認証取得に向けて、事務局5名で5回のスクールを受講させていただきました。
把握すべき環境負荷の項目や設定する環境目標の項目、環境関連法規など講師の先生の丁寧な
説明、助言をいただきすすめてきました。
また自社の改善すべき項目や課題も見えてきました。

□編集後記

　初めてのレポート作成で、これまで記録していた項目と異なる箇所もあり戸惑いましたが、
何より把握すべき環境項目の持続的な記録と改善には全員参加と協力が必要と感じました。
役員会や、部長営業ミーティング、部門会議、合同朝礼などで説明を実施しましたが
来季はより全員参加を拡大するよう取り組みます。

これまでの環境活動の紹介

代表者による全体の評価と見直し・指示
　取り組み期間において水光熱使用量の削減は達成できているが、自動車燃料と一般廃棄物の目標が未達成でした。

自動車燃料削減については、業務車両の削減を更に取り組んで車両の運用効率を上げる事が必要です。
また本社における紙使用量を大きく削減する為に、ペーパーレス化を進めるよう今までのやり方を見直して下さい。
　
　2022年度は本社事務所の移転もあり、水光熱の削減取組数値は、来季からが取り組みの真価が問われます。
今回は事務局中心の取り組みとなりましたが、来季は活動内容の周知や各従業員の役割を更に広めていく為に、
教育や数値報告を定期的に実施し、レベルアップしていく事が重要です。
　
　環境取り組みにおける社会的な要請は今や企業活動を行ううえで大きな課題となっており、エコアクション21の取り組みを
推進して下さい。

2023年4月24日
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